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第 2044回例会  平成 29年 4月 3日（月曜日）第 31号  

 

本日の例会 ４月３日（月） 第１例会 

◎ソング 「四つのテスト」 

◎卓 話 

◎ゲストスピーカー 

「献血について」 

大阪府赤十字血液センター 

献血推進一部 

推進一係長：池田 超様 

主   事：猪上 将之様 

担   当：長堀 哲矢会員 

◎本日の献立 軽食ワンプレート 

 

次回の例会 ４月８日（土） 第２例会 

インターシティー・ミーティング 

第４組 ロータリーデー 

ホスト：東大阪中央ロータリークラブ 

テ ー マ 

 

場  所 

会 員 集 合 

移 動 例 会 

ＩＭ第 1 部 

第 2部懇親会 

:『わたしたちの奉仕』 

「経験分かち合いと成長のために」  

:「シェラトン都ホテル大阪」 

：１１時３０分 4 階「大和の間・東」 

:４階  １２:３０～ 

:４階「浪速の間・西」１３:３０～ 

:４階「浪波の間・東」１７:００ 

前回の例会 ３月２７日（月） 第３例会 

会長挨拶           会長 小川 高弘 

みなさん、こんにちは。 

先日の中嶋プロチャリティーディナー＆トークショー

及びチャリティーゴルフで両日あわせて７０万円の寄付

が出来ました。皆様、ご協力有難うございました。 

このシープケア学校給食支援５か年計画の１年目が終

わりました。残り４年も皆様と協力し良い奉仕活動が出

来るよう努力したいと考えています。 

岩橋さんがいつも言っておられる「魚を与えるのでは

なく魚の取り方を教える」そういった奉仕活動を行い、

五年後には現地の人々が自立できるよう目指していきた

いと思っています。 

出 席 報 告              

本日の会員数 ２２名 

本日の出席者数 １８名 

本日の出席規定適用免除会員 １０名 

本日の出席率 ８５．７６％ 

２月１３日の修正出席率 ８８．７２％ 

ニコニコ箱報告         

中村幹事 ＩＭＲＤ開催まで２週間を切りました。皆様

全員参加で宜しくお願い致します。 

佐藤会員 例会欠席致しました。 
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鈴木会員 例会欠席のお詫びです。 

幹事報告              中村 徹 

1. 明日、午後 4時より。ＩＭロータリーデーの通

しリハーサルを行います。ＩＭ4組の各ロータ

リークラブからもご参加頂きましてのリハー

サルでございます。会員の皆さま方にもご参加

宜しくお願い致します。 

2. 本日、創立 45周年記念例会会費(義務出席)と

中嶋プロトークショー会費の「お振込みのお願

い」をポストの配布しており、ご確認の程よろ

しくお願いいたします。 

卓  話       米山委員長 藤原 英夫 

 

 近年日本全体を見ますと外国人留学生が増えていまし

て、２０１５年には２０万８３７９人という数字が出て

います。２００８年に日本政府が考えた“留学生３０万

人計画”というのがあり、優秀な留学生を確保し日本の

グローバル化に戦略的に取り込み、将来の人の減少を含

め対処していこうという計画でありますが、現実は人口

減少は大学経営を直撃しており、“名前さえ書けば合格す

る”とささやかれるような状態の様であります。 

 我々ロータリーには米山奨学会があり世界と日本の架

け橋になるような人材を作り出すことに奉仕をしており

ます。皆様の寄付により成り立っているこの奨学会につ

いて簡単にお話ししたいと思います。 

 

《奨学金一覧》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益財団法人ロータリー米山記念奨学会とは 

・全ロータリー地区が共同でつくり運営する奨学財団で

す 

・奨学金の支給対象は日本の大学、大学院で学ぶ外国人

留学生です 

米山記念奨学会のあゆみ 

・60 年の歴史をもつ日本のロータリー独自の国際奨学事

業です 

・内閣府より公益財団法人の認可を得ている 

米山記念奨学事業の特徴 

・事業の神髄である世話クラブ、カウンセラー制度 

・民間最大の国際奨学事業です 

・国際ロータリーの認める多地区合同活動 

寄付金と財政の状況 

・頂いた寄付はすべて奨学事業のために使われます 

・極めて高い公益性 

・寄付金収入の増加に伴い採用数を増やしています 

米山記念奨学会への寄付について 

・米山への寄付には普通寄付金と特別寄付金の二種類が

あります 

・特別寄付には表彰制度があります 

米山学友の活動 

・巣立った学友は１万８千人超、多くの学友がアジアで

活躍している 

・米山学友を中心に設立されたクラブは台湾に２つ、日

本に３つあります 

・学友会は国内に３１、海外に６設立されている 

 

 ロータリー米山奨学金一覧 月額 期間 応募システム 人数 

１、学部課程（ＹＵ） １０万円 

最長２年 
指定校推薦 

６８９人 ２、修士課程（ＹＭ） １４万円 

３、博士課程（ＹＤ） １４万円 

４、地区奨励 ７万円 １年 １４人 

５、クラブ支援（ＣＹ） １４万円 ６ヶ月／１年 世話クラブ推薦 ８人 

６、海外応募者対象 
１０万円（学部生） 

１４万円（大学院生） 
原則２年 

公募制 

（希望地区限定） 
１４人 

７、海外学友会推薦 

１４万円 

（渡航・住居費別） １年 

海外学友会推薦 

（現状の対象学友会は台

湾・韓国・中国のみ） 

５人 

 


